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A．研究目的
本邦におけるHIV感染者及びAIDS患者に対する

診療を維持・発展させることを目的として、ブロッ
ク拠点病院・中核拠点病院・拠点病院・診療協力医
療施設からなるエイズ診療体制を構築しているが、
その整備・連携推進を行い、次世代の育成、診療体
制の恒久化に努める。

B．研究方法
各ブロックにおけるブロック拠点病院・中核拠点

病院と拠点病院の連携を促進するため、連絡会議・
研修会等を行った。従来の調査票による拠点病院の
診療情報の収集を取りやめ厚生労働省医療機関等情
報支援システム（Gathering Medical Information 
System, G-MIS）を利用して「拠点病院診療案内」
を発行し、ホームページ上にも情報公開した。

（倫理面への配慮）
本研究班の研究活動において、患者個人のプライ

バシーの保護・人権擁護は最優先される。本研究班
における臨床研究に、ヒトゲノム・遺伝子解析研究
に関する倫理審査、人を対象とする医学系研究に関
する倫理審査が必要である場合、当該施設に於いて
適宜これを受けて実施する。

C．研究結果
各ブロックで医療機関の連携を図るため、中核拠

点病院・拠点病院と行政機関を対象とした連絡会議
が開催された。研究代表者は各ブロックの薬害原告
団との三者協議及び連絡会議に出席し、全国レベル
の連携に努めた。研修等に関しては、各ブロックで
拠点病院を対象とした複数回の研修会、出張研修等
が開催された。ほとんどのブロックで対面とweb
を併用したハイブリッド形式で行われていた。いく
つかのブロックにおいては独自の拠点病院従事者へ
のアンケート調査も行われ、ブロック内での各地域
の問題が提示・共有された。自立支援医療の適応施
設拡大の困難さ（指定を得るためには医師の診療経
験年数が5年以上）、長期療養施設の入所先探しの
困難さ、スタッフの不足や育成の問題、高齢者・受
診中断者・透析・歯科・外国人の診療、等が課題と
して挙げられた。症例数の比較的多い中核拠点病院
からも症例数不足の指摘があった。ブロック拠点病
院以外の施設からの医療従事者を研修生として受け
入れ、比較的長期の研修を行っているブロック拠点
病院もあるが、入院患者の減少から研修内容を入院
診療から外来診療に重点を置かざるを得なかったブ
ロック拠点病院もあった。e-learningによる研修を
併用している施設、高齢者の性や最新のHIV検査・
治療・看護のアップデートとして動画配信を行った

エイズ診療医療機関の連携促進のため、種々の連絡会議を行い、次世代の育成・診療

体制の恒久化のため、各ブロックにおける研修を行った。職種別の研修のみならず、

今年度は特に職種間の協働をテーマにした研修も多く行われた。長期療養時代を迎え

たHIV診療の領域において、従来のそれぞれの職域を超えた新しい枠組みで地域の実

情に応じた柔軟な対応が期待される。各ブロックの薬害原告団との三者協議及び連絡

会議を通じて、全国レベルの連携にも努めた。各地域において、自立支援医療の適応

施設拡大の困難さ、長期療養施設の入所先探しの困難さ、スタッフの不足や育成の問

題も指摘されている。地域における医療施設間の連携、新規診断症例の速やかな専門

医療機関への受診促進のため、拠点病院の診療情報の収集をG-MISを用いて行い、「拠

点病院診療案内」を発行した。HIV感染者に対する透析医療の促進のため、日本透析医

会と共同で「透析施設における標準的な透析操作と感染予防に関するガイドライン」（六

訂版）を発行した。HIV感染者に対する歯科医療の促進のため、日本HIV歯科医療研

究会総会が開催され、歯科医療ネットワークの構築・拡充について議論された。HIV感

染者に関わる薬剤師の連携に関して会議を実施し、薬剤師間の知識の均霑化、患者支

援の強化が必要であることが確認された。

研究要旨
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施設もあり、それぞれのブロックで独自の工夫を凝
らした研修を行っていた。

各ブロックにおいても職種別研修のみならず多職
種研修が行われているが、ブロックの枠を超えた全
国レベルの職種間連携促進のため、HIV感染症患
者の療養支援に関する看護師とソーシャルワーカー
の協働シンポジウムを「エイズ治療中核拠点病院と
地域医療機関との連携による支援体制の構築とケア
の実際」をテーマにして行った。令和6年3月には
看護職と心理職の協働セミナーを行う。各ブロック
におけるアンケート等でも課題とし指摘されている
HIV感染者に対する透析医療の促進のため、日本
透析医会と共同で「透析施設における標準的な透析
操作と感染予防に関するガイドライン」（六訂版）
を発行した。また、HIV感染者に対する歯科診療
の促進のため、日本HIV歯科医療研究会総会で歯
科の活動報告会を開催した。HIV陽性者の歯科医
療体制の改善が遅延している地域に対して、オンラ
インでの会議により対応を促した。その結果、全国
的には歯科医療ネットワーク構築等がなされた都道
府県を増やすことができた。

HIV感染症に関わる薬剤師の連携に関する研究
班会議をハイブリッド環境下で実施し、HIV医療
における薬剤師の均霑化に努めること、薬剤師間の
連携ならびに患者支援を強化していくことを確認し
た。HIV/AIDSブロック中核拠点病院における抗
HIV療法の実施状況に関するアンケート調査で、
12,418受診例の抗HIV薬の組み合わせで最も処方が
多かったのはBVYで35%、次いでDVT-HT+DTG
で16%、3位はDVTで11%であった。ブロック拠
点病院の連携薬局87施設を対象とし, HIV陽性者の
服薬指導等に関する無記名オンラインアンケートを
実施したところ、主として病院での指導内容、検査
値の共有、処方意図、病気告知状況等の情報を必要
としていることが明らかとなった。

G-MISを通じて提供された全国のエイズ治療拠点
病院と指定自立支援医療機関（免疫機能障害）の情
報によると、2022年12月末時点でエイズ治療拠点
病院は378施設、その他の指定自立支援医療機関は
22施設で、それらの施設において2022年に抗HIV
剤が処方された人数は30,162名、治療失敗者は77
名、死亡者数は157名、累積死亡者数は3,529名で
あった。施設間で重複がある可能性があるため、実
際よりはこれよりも少ない可能性がある。

D．考察
HIV感染者に対する実質的な診療拒否や手術室

使用禁止等は未だに少なくなく、拠点病院等に対す
る研修のみならず潜在的な受け入れ施設への出張研
修も重要と考えられる。医療施設の管理者レベルと
現場レベルの責任者が共同することで、HIV診療
拒否問題に対応する必要がある。HIV担当スタッ
フの不足や育成の問題については、若手医師や新規
に配属されたスタッフに対して、学会や院外研修な
どの機会を提供してサポートする必要があるであろ
う。高齢化したHIV患者への対応は、地域へ逆紹
介する機会が増えており、複数科・地域との連携が
より一層必要になっている。拠点病院の空白地帯
や、自立支援医療の適応を複数登録することが困難
な状況が、逆紹介の弊害になっている。

E．結論
Webによる研修会や行政との連携を通じて、

HIV感染症の診療水準の向上に一定の成果が得ら
れたと考えられる。今後も各ブロックのHIV診療
担当者と連携を強化しながら人材確保と診療体制の
堅持に努めていく必要がある。知識や人の交流や循
環により、より良いHIV診療体制が構築できるよ
うに取り組んでいく必要がある。
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